











中岡成文氏は、1973（昭和 48）年 3 月に京都大学文学部哲学科を卒業し、1975（昭和 50）年
3 月同大学院文学研究科修士課程哲学専攻を修了、文学修士を授与される。続いて 1978（昭和
53）年 3 月、同博士課程を単位習得満期退学した後、1980（昭和 55）年 4 月福岡女子大学文学
部専任講師に着任、翌年助教授となり、哲学を教える。1987（昭和 62）年 4 月には大阪大学教
養部助教授（哲学担当）に就任、1994（平成 6）年 4 月から大阪大学文学部助教授に配置換えと
なり、哲学講座倫理学を担当、1996 年（平成 8）年 9 月大阪大学文学部教授に昇任。1999（平成
11）年 4 月には大学院重点化にともない大阪大学大学院文学研究科教授となる。2001（平成 13）
年 4 月から退職まで大阪大学医学系研究科教授を兼任し、医の倫理学を担当する。また、2005（平














































































年から 2007 年まで、大阪大学 21 世紀 COE プログラム「インターフェイスの人文学」「臨床と対
話」研究グループリーダーとして、大阪大学大学院文学研究科・人間科学研究科・言語文化研究
科・コミュニケーションデザイン・センターの 4 つの研究機関にまたがる領域横断的な研究組織
を統括し、異分野の研究者や実践者とともに実践的研究の新たな展開を導く。
以上に加え、応用哲学会理事、関西倫理学会委員、同編集委員会委員、日本倫理学会評議員、
関西哲学会委員、日本フィヒテ協会委員を歴任するほか、独立行政法人日本学術振興会特別研究
員等審査会委員、国立循環器病研究センター治験審査委員会委員、先端医療センター生命倫理審
議会委員、先端医療センター映像医療審査委員会委員、独立行政法人大学入試センター教科科目
第一委員会委員を務め、学術・医療・教育の諸分野において重要な貢献を果たす。
